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祝
！
箕
輪
分
団

第

回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会

６３
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」７
位
入
賞

指揮者・岩井泰志さん
たい し

県
操
法
大
会
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と

厳
し
い
訓
練
を
共
に
乗
り
越
え
ら

れ
る
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
や
り
が
い

新
た
な
仲
間
と
知
り
合
い
、
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
団
を
考
え
て
い
る
方
へ
一
言

仕
事
が
忙
し
く
て
も
大
丈
夫
。
仕

事
を
優
先
し
た
う
え
で
、
消
防
活
動

へ
も
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
も
う
。

ま
ず
は
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
。

１番員・黒木俊貴さん
とし き

県
操
法
大
会
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
出
場

で
き
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
大
会
に
臨

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
や
り
が
い

地
域
の
方
と
の
人
脈
が
広
が
り
、

地
域
へ
の
貢
献
が
で
き
ま
す
。

入
団
を
考
え
て
い
る
方
へ
一
言

消
防
活
動
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
先
輩
団
員
が
親

切
に
指
導
し
て
く
れ
る
か
ら
大
丈
夫
。

２番員・太田翔平さん

県
操
法
大
会
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と

会
社
の
同
僚
や
先
輩
達
が
協
力
し

て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
出
場

後
は
、
充
実
感
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
や
り
が
い

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
さ
せ
て
火
災
現

す
い
め
い

場
へ
出
動
す
る
と
き
は
、
地
域
を
守

る
使
命
感
で
気
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

入
団
を
考
え
て
い
る
方
へ
一
言

様
々
な
職
種
の
団
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
で
、
社
会

人
と
し
て
学
べ
る
も
の
が
多
い
で
す
。

消
防
団
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
防

災
力
の
中
核
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
で
す
。
消
防
本
部
や
消
防
署

（
常
備
消
防
）と
連
携
・
協
力
し
て
、
日

頃
か
ら
様
々
な
災
害
や
事
故
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

常
備
消
防
に
比
べ
、
即
時
対
応
力
・
要

員
動
員
力
・
地
域
密
着
力
が
高
い
消
防

団
は
、
火
災
に
お
い
て
は
初
期
消
火
等

の
迅
速
な
対
応
、
地
震
等
の
大
規
模
災

害
に
お
い
て
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

生
か
し
た
き
め
細
か
い
救
助
・
救
援
活

動
等
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

安
城
市
消
防
団
の
箕
輪
分
団
が
、
県
の

消
防
操
法
大
会
で
入
賞
！

昨
年
行
わ
れ
た
第

回
愛
知
県
消
防
操

６３

法
大
会「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」（
県
下
１７

分
団
が
出
場
）に
て
、
本
市
消
防
団
を

代
表
し
て
出
場
し
た
箕
輪
分
団
が
、
見

事
７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
出
場
し
た

分
団
員
の
皆
さ
ん
と
分
団
長
の
薮
田
さ

ん
に
、
消
防
団
で
の
活
動
に
か
け
る
思

い
を
聞
き
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
の「
小
型
ポ
ン
プ
の

部
」っ
て
ど
ん
な
種
目
？

消
防
操
法
と
は
、
消
防
活
動
の
基
本
と

な
る
技
術
の
こ
と
。
箕
輪
分
団
が
出
場

し
た「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」は
、
１
チ
ー

ム
４
人
で
、
指
揮
者
の
号
令
に
よ
り
す

ば
や
く
３
本
の
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
伸
ば
し
、
放
水
に
よ
り
標
的
を
倒

し
た
後
、
ホ
ー
ス
を
収
納
す
る
ま
で
の

ス
ピ
ー
ド
、
正
確
さ
を
競
い
ま
す
。
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県
操
法
大
会
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と

仕
事
と
両
立
し
て
訓
練
を
重
ね
て

い
く
こ
と
は
、
や
は
り
大
変
。
選
手

の
頑
張
り
と
分
団
員
の
協
力
が
あ
っ

て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
や
り
が
い

地
域
の
方
か
ら
直
接「
ご
苦
労
様
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
ま
す
。

入
団
を
考
え
て
い
る
方
へ
一
言

年
齢
層
の
異
な
る
仲
間
と
接
す
る

こ
と
で
、
活
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

わ

ぜ
ひ
入
団
し
て
、
こ
の
気
持
ち
を

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

箕輪分団長・薮田
やぶ た

岳さん
たけし

補助者・浅岡和俊さん

県
操
法
大
会
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
が

で
き
、
出
場
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

消
防
団
員
の
や
り
が
い

地
域
貢
献
が
で
き
、
地
元
の
方
た

ち
と
親
し
く
な
れ
ま
す
。

入
団
を
考
え
て
い
る
方
へ
一
言

人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
の
で
、

な
る
べ
く
若
い
う
ち
に
経
験
し
た
方

が
将
来
の
た
め
に
な
り
ま
す
。

３番員・磯部陵さん
りょう

県
操
法
大
会
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と

優
勝
を
目
指
し
て
競
っ
た
他
市
の

団
員
、
共
に
挑
ん
だ
箕
輪
分
団
の
メ

ン
バ
ー
と
大
き
な
絆
が
で
き
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
や
り
が
い

地
域
に
密
着
、
貢
献
で
き
る
こ
と
。

入
団
を
考
え
て
い
る
方
へ
一
言

仕
事
や
家
庭
が
あ
る
方
も
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
一
緒
に
消
防
団
を
や

ろ
う
。

本
市
消
防
団
で
は
、
通
常
火
災
の
消

火
活
動
を
主
に
行
う「
基
本
団
員
」の

他
に
、
平
常
時
に
は
啓
発
活
動
等
を

行
い
、
大
規
模
災
害
時
に
は
救
助
活

動
や
被
害
情
報
収
集
等
を
行
う「
機

能
別
団
員
」も
募
集
中
。
要
件
等
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

自
入
団
要
件

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
者

１８自
職
務
報
酬

年
額
３
万
７
６
０
０
円
～

万
７
９

１６

０
０
円

自
費
用
弁
償

暫
行
事
・
訓
練
へ
の
参
加
及
び
４
時

間
以
内
の
災
害
活
動
時
師
日
額
３

５
０
０
円

暫
４
時
間
超
の
災
害
活
動
時
師
日
額

７
０
０
０
円

自
退
職
報
償
金（
３
年
以
上
勤
続
者
）

万
８
０
０
０
円
～

万
９
０
０
０

１２

９７

円※
右
記
の
他
、
活
動
中
の
負
傷
に
対

す
る
公
務
災
害
補
償
等
有
。

自
入
団
の
申
込
み
・
問
合
せ

市
危
機
管
理
課（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

又
は
、
安
城
消
防
署
消
防
団
係（
緯

〈

〉２
０
０
１
）へ

７５※
消
防
団
活
動
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
、
募
集
中
！

来たれ！
新入団員！

機能別団員も
募集中！
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い

自
入
団
要
件

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
者

１８自
職
務
報
酬

年
額
３
万
７
６
０
０
円
～

万
７
９

１６

０
０
円

自
費
用
弁
償

暫
行
事
・
訓
練
へ
の
参
加
及
び
４
時

間
以
内
の
災
害
活
動
時
師
日
額
３

５
０
０
円

暫
４
時
間
超
の
災
害
活
動
時
師
日
額

７
０
０
０
円

自
退
職
報
償
金（
３
年
以
上
勤
続
者
）

万
８
０
０
０
円
～

万
９
０
０
０

１２

９７

円※
右
記
の
他
、
活
動
中
の
負
傷
に
対

す
る
公
務
災
害
補
償
等
有
。

自
入
団
の
申
込
み
・
問
合
せ

市
危
機
管
理
課（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

又
は
、
安
城
消
防
署
消
防
団
係（
緯

〈

〉２
０
０
１
）へ

７５※
消
防
団
活
動
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
、
募
集
中
！

来たれ！
新入団員！

機能別団員も
募集中！
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